
高度なワークステーションを使用するプロフェッショナル
向けに設計されたインテル® Xeon® W-3300 プロセッサー
は、シングルソケット・ソリューションで、妥協なきパフォー
マンス、拡張されたプラットフォーム機能、エンタープライ
ズ・レベルのセキュリティーと信頼性を提供します。

しかしこのプロセッサー・ファミリーをどのように勧めたらよ
いのでしょうか。それは、ユーザーの持つ悩みや関心によって
異なります。一般的なユーザーとの会話の内容を、販売活動
に使いやすいように関連するセールスポイントとその根拠を
添えて、以下のように分類しました。

ユーザーが関心を持つのは

売上を向上する方法

インテル® Xeon® W-3300 プロセッサー

データサイエンス・モデル | 
マシンラーニング | 8K ビデオ編集

ユースケース
について 

各プロセッサーの特長の詳細
については、ページ 3 を参照

してください。

信頼性 | セキュリティー | 
アップタイム / ダウンタイム

データの整合性
について 

これらのプロセッサーのユーザー別
セールスポイントについては、ページ 

4 を参照してください。

新しいテクノロジー | 周辺機器 互換性 | サプライ

最新技術について
これらのプロセッサーに内蔵されている魅力的な新しいテクノロ

ジーの詳細ついては、ページ 5 を参照してください。

ブランドの信頼性について 
インテルの製品およびパートナーが信頼できる理由を理解できる

よう支援する方法については、ページ 6 を参照してください。

この資料に記載されている製品またはテクノロジーについてのより詳細な情報は、
インテル® パートナー・アライアンスを参照してください。製品カード、概要、トレーニン
グなど、多数の販売リソースを利用いただけます。

コア数 | スレッド数 | レンダリング時間

パフォーマンス
について

パフォーマンス関連のセールスポイ
ントについては、ページ 2 を参照し

てください。

性能は、使用状況、構成、その他の要因によって異なります。詳細については、www.intel.com/performanceindex を参照してください。
パフォーマンス実績は構成情報に記載された日に実施したテストに基づくものであり、公開中のアップデートがすべて適用されているとは限りません。構成の詳細については、補足資料を参照してください。絶対的なセキュ
リティーを提供できる製品やコンポーネントはありません。 
動作周波数または電圧を改変すると、製品の保証が無効になる場合があり、プロセッサーや他のコンポーネントの安定性、セキュリティー、パフォーマンスや耐用年数が低下するおそれがあります。詳細についてはシステム
およびコンポーネントの製造元にお問い合わせください。
コストと結果は状況によって変わります。 
インテルのテクノロジーを使用するには、対応するハードウェアやソフトウェア、またはサービスの有効化が必要となる場合があります。
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新しいコア・アーキテクチャー
インテルの新しいコア・アーキテクチャーにより、インテル® 
Xeon® W-3300 プロセッサーは、コンピューターのパフォー
マンスと効率性における新時代を象徴するものとなりました。

インテル® Xeon® W-3300 プロセッサーは、パフォーマンスの
限界を押し上げるためにインテリジェントに設計されており、
ユーザーがワークステーションで達成できること変革する新し
いプロセッサー・コア・アーキテクチャーを備えています。₽,1

強化されたディープラーニング・ 
パフォーマンス²
インテル® ディープラーニング・ブースト (旧称 VNNI) は、VNNI 
向けに最適化されたディープラーニング・ワークロードの推論
パフォーマンスを大幅に向上し、INT8 使用時の平均推論パ 
フォーマンスが FP32 使用時と比較して最大 3 倍向上します。2

エキスパート向けワークロードに
最適
インテル® Xeon® W-3300 プロセッサーは、コア
数とキャッシュの増加、高度なアクセラレーター、
大容量の潜在的メモリースパンを備え、最も要求
の高いタスクに対応できるよう設計されています。

	� 最大 38 コア

	� コア当たり最大 1.5MB のキャッシュ

	� インテル® ターボ・ブースト・テクノロジー 
2.0 により最大 4GHz

	� 最大 4TB DDR4-3200 8 チャネルメモリー
対応◊

	� インテル® アドバンスト・ベクトル・エクステ
ンション 512 (インテル® AVX-512) 命令 
サポート

パフォーマンス
について

₽	 IPC = サイクル / クロック当たりの命令実行数で、CPU が各サイクルで完了できるタスクの数を表します。
◊	 LRDIMM を使用して、システムメモリーを最大 4TB までサポート。インテル® Xeon® W-3300 プロセッサーは RDIMM と LRDIMM メモリーの両方をサポートします。

性能は、使用状況、構成、その他の要因によって異なります。詳細については、www.intel.com/performanceindex を参照してください。
パフォーマンス実績は構成情報に記載された日に実施したテストに基づくものであり、公開中のアップデートがすべて適用されているとは限りません。構成の詳細については、補足資料を参照してください。絶対的なセキュ
リティーを提供できる製品やコンポーネントはありません。 
動作周波数または電圧を改変すると、製品の保証が無効になる場合があり、プロセッサーや他のコンポーネントの安定性、セキュリティー、パフォーマンスや耐用年数が低下するおそれがあります。詳細についてはシステム
およびコンポーネントの製造元にお問い合わせください。
コストと結果は状況によって変わります。 
インテルのテクノロジーを使用するには、対応するハードウェアやソフトウェア、またはサービスの有効化が必要となる場合があります。
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性能は、使用状況、構成、その他の要因によって異なります。詳細については、www.intel.com/performanceindex を参照してください。
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およびコンポーネントの製造元にお問い合わせください。
コストと結果は状況によって変わります。 
インテルのテクノロジーを使用するには、対応するハードウェアやソフトウェア、またはサービスの有効化が必要となる場合があります。
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について
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データの整合性
について

フォールトトレランスと管理
システムのダウンタイムによる生産性の低下が数千または数
百万になることもあり、システムレベルの障害を確実に回避、
診断、修復するためのテクノロジーが必要になります。そのた
め、インテル® Xeon® W-3300 プロセッサーには、次のよう
な RAS テクノロジーが搭載されています (ただし、これらに
限定されません)。

	� DDR4 コマンド / アドレスのパリティーチェックと再試行

	� エラーログへのアウトオブバンド・アクセス

	� PCIe カード・ホットプラグ (追加 / 削除 / スワップ)

	� 事前障害分析

セキュリティーと保護機能
ECC メモリー対応 システムメモリーを拡張してエ
ラーを検出および修正し、ワークフローを中断する
ことなく重要なデータの整合性を確保します。

このテクノロジーにより、意図しないビット反転な
ど、ソフトメモリー・エラーの 99% を防ぐことがで
きます。4

4	 詳細については、通知および免責事項に記載されている出典およびパフォーマンスに関する免責事項を参照してください。ワークロードと構成については、www.intel.com/performanceindex を参照してください。実
際のパフォーマンスはこのテスト結果と異なる場合があります。

性能は、使用状況、構成、その他の要因によって異なります。詳細については、www.intel.com/performanceindex を参照してください。
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動作周波数または電圧を改変すると、製品の保証が無効になる場合があり、プロセッサーや他のコンポーネントの安定性、セキュリティー、パフォーマンスや耐用年数が低下するおそれがあります。詳細についてはシステム
およびコンポーネントの製造元にお問い合わせください。
コストと結果は状況によって変わります。 
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最新技術
について

最新の技術に関する情報。これは、
販売担当者にとっては非常に気に
なる点です。ここでは、インテル®  
Xeon® W-3300 プロセッサーに
搭載されている、最も魅力的で新
しい強化されたテクノロジーのほ
んの一部を一覧にして紹介します。
それぞれの詳細やその他のテクノ
ロジーについては、リンク先で学
ぶことができます。

NEW コア・アーキテクチャー IPC パフォーマンスの向上を実現する新しいコア・アーキテクチャー。1, ₽

誤り訂正符号 (ECC) メモリー対応
システムメモリーを拡張してエラーを検出および修正し、ワークフローを中断す
ることなく重要なデータの整合性を確保します。

NEW Thunderbolt™ 4 テクノロジーの 
ディスクリート対応±

シンプルで信頼性の高い接続を実現して驚異的なパフォーマンスを提供するユ
ニバーサル・ケーブルの接続性。

NEW インテル® Wi-Fi 6E のディスクリー
ト対応

PC で最速のワイヤレス速度を実現し、強化されたセキュリティーと信頼性で応
答性の高いパフォーマンスを発揮します。5

インテル® ディープラーニング・ブースト 
(VNNI)2

AI 推論を加速し、ディープラーニング・ワークロードのパフォーマンスを大幅に
向上させます。2

1,2,5	 詳細については、通知および免責事項に記載されている出典およびパフォーマンスに関する免責事項を参照してください。ワークロードと構成については、www.intel.com/performanceindex を参照してください。
実際のパフォーマンスはこのテスト結果と異なる場合があります。

₽	 IPC = サイクル / クロック当たりの命令実行数で、CPU が各サイクルで完了できるタスクの数を表します。
±	 ディスクリートの Thunderbolt™ 4 (メープルリッジ) テクノロジーは、インテル® 500 シリーズ・チップセットの PCIe レーンのみで検証およびサポートされています。

性能は、使用状況、構成、その他の要因によって異なります。詳細については、www.intel.com/performanceindex を参照してください。
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インテルの持つハードウェアおよびソフトウェ
ア・パートナー企業の巨大なエコシステムは、
世界中の企業がインテルの製品と連携する製
品を製造していることを意味します。インテル
は、標準規格、認証、検証のプログラムにおい
ても業界をリードし、ハードウェア、ソフトウェ
アおよび OS 開発者はインテルとの連携によ
り、ユーザーの互換性問題の回避を助けます。

1	 前世代と比較した場合の予測。 
2	 インテル® ディープラーニング・ブースト「最大 3 倍の平均推論パフォーマンス向上」: 複数のディープラーニング・フレームワークのワークロード (Apache MXNet、TensorFlow、PyTorch、Caffe) の幾何平均で測定しまし

た。インテル® Xeon® W-3300 プロセッサーの結果は、ResNet-50 でインテル® ディープラーニング・ブーストによる 8 ビット整数演算を行うデュアルソケットのインテル® Xeon® Platinum 8280 プロセッサーと、32 ビッ
ト浮動小数点演算を行うデュアルソケットのインテル® Xeon® Platinum 8180 プロセッサーを比較した測定データに基づいて推定されています。インテルが実施した 2019年3月1日時点のテスト結果に基づきます。

3	 SKU、動作周波数、機能、パフォーマンス推定値は、すべて暫定的であり、予告なく変更されることがあります。
4	 出典: X. Li、M. Huang、K. Shen、L. Chu。“A Realistic Evaluation of Memory Hardware Errors and Software System Susceptibility” (英語) https://www.cs.rochester.edu/~kshen/papers/usenix2010-li.pdf.
5	 一部の機能は特定の SKU でのみ利用可能です。詳細については、製造元にお問い合わせください。Wi-Fi の詳細については、www.intel.com/wifi6disclaimers を参照してください。インテル® Wi-Fi 6: インテル® Wi-Fi 6 

(Gig+) 製品は、オプションの 160MHz チャネルをサポートし、標準的な 2x2 802.11ax PC Wi-Fi 製品で達成可能な理論上の最大通信速度 (2402Mbps) を実現します。80MHz チャネルの必須要件のみを満たす標準的な 
2x2 (1201Mbps) または 1x1 (600Mbps) の 802.11ax PC Wi-Fi 製品と比べ、ハイレベルなインテル® Wi-Fi 6 (Gig+) 製品の最大通信速度は、理論値で 2～4 倍にも上ります。

性能は、使用状況、構成、その他の要因によって異なります。詳細については、www.intel.com/performanceindex を参照してください。
パフォーマンス実績は構成情報に記載された日に実施したテストに基づくものであり、公開中のアップデートがすべて適用されているとは限りません。構成の詳細については、補足資料を参照してください。絶対的なセキュリテ
ィーを提供できる製品やコンポーネントはありません。 
動作周波数または電圧を改変すると、製品の保証が無効になる場合があり、プロセッサーや他のコンポーネントの安定性、セキュリティー、パフォーマンスや耐用年数が低下するおそれがあります。詳細についてはシステム
およびコンポーネントの製造元にお問い合わせください。
コストと結果は状況によって変わります。 
インテルのテクノロジーを使用するには、対応するハードウェアやソフトウェア、またはサービスの有効化が必要となる場合があります。
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